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ており、多くの遺物が 5 世紀から 6 世紀にかけて
東アジアで製作された遺物の基準資料として韓国内



































器種 判別部位と胎骨 色調 保管箱 写真
耳杯 把手遺存・布胎 内赤 ･ 外黒 Box6 1
盌 底部遺存・布胎 内赤 ･ 外黒 Box8 2
長方形合子(奩) 底部遺存・布胎 内赤 ･ 外黒 Box23 3
高杯杯部 ? 塗膜のみ・布胎 外黒・文様 Box8,6 4
黒色の盤
ないし盌 ? 木胎・挽物か？ 黒
Box6 5
箱 ? 塗膜のみ 内赤 ･ 外黒 Box8 6
容器の金銅
釦金具 覆輪のみ Box8
曲物 木胎 黒 Box6 7
櫃ないし木棺 木胎 赤 Box6 8
表 1　皇南大塚南墳より出土した漆器の器種
写真 1　耳杯　把手 (南墳 Box6) 写真 2　盌 (南墳 Box8)
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)( 写真 3)　　　南古墳の Box23 中












写真 3　布胎長方形合子 (奩 )( 南墳 Box23)
写真 4　容器外面 (南墳 Box6)
写真 5　木胎容器 (盌類 ) ( 南墳 Box6)
写真 6　箱？ (南墳 Box8)
写真 7　曲物容器 (南墳 Box6)
写真 8　木棺もしくは櫃片 (南墳 Box6)
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曲物 ( 写真 7)　　　南墳の Box8 には表面にわずか
に黒漆の付着し、幅が数 cm 以下、厚さが 2mm に
満たない帯状の木胎で、曲物の一部とみられるも
のが遺存する。綴じ部分は不明である。







器種 判別部位と胎骨 色調 保管箱 写真
耳杯 塗膜・木胎？ 外黒 Box607 9
盌 塗膜・夾苧胎 内赤 ･ 外黒 Box603 10






















容器類 ( 写真 12)　　　北墳の Box605、Box607、
Box611、Box613、Box615、Box616 には木胎容
写真 9　耳杯 (北墳 607) 写真 12　容器類 (北墳 616)
写真 11　箱？ (北墳 612)













(1) 文字 ( 写真 13)
　やや栗色を呈する漆地に赤漆で「东」と朱書され
た塗膜片が北墳 Box609 に 1 点遺存する。
(2) 火焔文 ( 写真 14)
　容器外面の栗色を呈する漆地に赤と黄色で火焔文
を描いた塗膜片が南墳 Box8 と北墳 Box616 にそれ
ぞれ少なくとも 1 個体分遺存する。




(4) 鳥文 ( 写真 16)
　容器外面の黒漆地に、赤と黄色で鳥が右から左
方向に向かう姿を描いた塗膜が北墳 Box604、Box 
605、Box 613、Box 615、Box 616、Box 624 に
遺存する。文様のなかで鳥文はもっとも多い。
(5) 幾何学文 ( 写真 17)
赤漆地に黒漆で幾何学文を描いた塗膜片が北墳の










墳の Box8 に少なくとも 1 個体分 ( 写真 6)、北墳の
Box603 に原形を復原可能な 1 個体 ( 写真 10) が遺
存する。















ある塗膜 ( 写真 13)、Box616 中の火炎文容器の破




もの ( 写真 8) と、黒漆を塗布した器壁が 1cm 以下





樹脂 ( 主剤：アデカレジン EP4200、硬化剤：アデ
カハードナー 4332、配合比 5：2) に包埋し、塗膜
断面を研磨してまず反射光による観察を行い、次い






観察結果を表 3 と表 4 に示し、個々に解説を加える。























(2) 布胎漆器の塗膜構造 ( 写真 20~23)




器種 胎 下地混和物の種類 外面塗装 内面塗装 収納箱 写真
夾苧胎容器 苧麻布 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物を 4 回 1 層 1 層 ( 辰砂） Box8 18・19
耳杯 ― 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物 2 層 1 層 ( 辰砂） Box6
盌 布の痕跡 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物 2 層 1 層 ( 辰砂） Box8 20~23
長方形合子 漆＋骨粉＋無色鉱物 2 層 1 層 ( 辰砂） Box23
火焔文 布の痕跡 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物 2 層 ― Box6
木胎容器 木胎 漆＋骨粉＋無色鉱物 / 無色鉱物 ― 1 層 ( 辰砂） Box8 24・25
木胎容器 木胎？ 木炭粉＋小土塊 / 無色鉱物 ― 1 層 ( 辰砂） Box8 26・27
木胎盌 or 盤 広葉樹材 ― 透明漆 Box6
木胎曲物 広葉樹材 ― 透明 1 層 Box6 30・31
表 3　南墳より出土した漆器の塗膜分析結果
器種 胎 下地混和物の種類 外面塗装 内面塗装 収納箱 写真
夾苧胎容器 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物 2 層 ― Box603
夾苧胎容器 布 漆＋骨粉 / 漆＋無色鉱物 2 層 ― Box616




写真 18-1　南墳 Box8 中の夾苧胎漆器内面の赤漆
写真 19-1　同上資料の断面 (反射光 ) 写真 19-2　同上資料の断面 (透過光 )
写真 18-2　18-1 の裏面
写真 20-1　南墳 Box8 中の布胎漆器外面の黒漆




写真 22-1　南墳 Box8 中の布胎漆器内面の赤漆
























(3) 木胎漆器の塗膜構造 ( 写真 24~31)
①骨粉を混和した下地




















写真 26-1　南墳 Box8 中の木胎漆器 (木炭下地 )
内面赤漆
写真 27　同上の塗膜断面 (反射光 ) 写真 27　同上の塗膜断面 (透過光 )
写真 26-2　26-1 の裏面
写真 24-1　南墳 Box8 中の木胎漆器 (骨粉下地 )
の外面黒漆




写真 28-1　北墳 Box614 中の動物文木胎漆器外面
の黒漆












　写真 28-1 は北墳の Box614 に収納された外面に
鳥文が描かれた木胎漆器の塗膜である。写真 28-2
は鳥文の顔料がわずかに残る塗膜の外面部分であ
り、写真 28 右は木胎に接した側である。写真 28
右の塗膜面に白い斑点状に配列するのは木胎が広葉






































































写真 31　南墳 Box6 中の木胎漆器
写真 32-2　ヤナギ属の放射断面 (単列放射組織 )
写真 32-1　写真 31 の塗膜断面
(c) 南墳より出土した布胎漆長方形合子 (奩 )
　南墳より出土した漆器の多くは細片化している
が、Box23 に収納された漆器の中に小型の長方形













ある。長方形合子 ( 奩 ) は化粧箱の組物として、一
括して Box23 に取り上げられた可能性がある。
(d) 南墳より出土した布胎漆盌




















赤、外黒の漆盌である ( 写真 34)[ 太原市文物考古
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[ 口径 10cm、高さ 5cm、底径 6cm]





いる。口縁には 2 周の平行線帯内に 2 周の点入波
状文帯を描いており、底部の高台にも 1 周の朱線
帯を配置し、器表面には上 ･ 中 ･ 下 3 列で火炎文
式に表現した " 出 " 形と 6 ～ 8 個ずつの方点がある
珠文を挿入して連続的に描いている。3 点中 1 点に
1 所属と職位は報告書刊行当時。
2 報告書 p.116 青銅甑 ( 図版 230-1･2, 図面 7-- ② ) に
該当。
